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３．３本の政策と実現に向けたロードマップ

＜政策３＞
文理分断からの脱却・理数系の学びに関するジェンダーギャップの解消
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【平均得点の推移】

算数・数学 理科

※小学4年生は1999年調査実施せず

算数・数学や理科の学力は国際トップレベル

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ【政策３】文理分断からの脱却・理数系の学びに関するジェンダーギャップの解消



36「算数・数学の勉強は楽しい」「理科の勉強は楽しい」と答えた児童生徒の割合の推移

小学校・中学校いずれも、算数・数学、理科ともに、算数・数学、理科の「勉強は楽しい」と答えた児童生徒の割合は増加してい
る。小学校理科について「勉強は楽しい」と答えた児童の割合は、引き続き国際平均を上回っているが、小学校算数、中学校数学
及び中学校理科について「勉強は楽しい」と答えた児童生徒の割合は、国際平均を下回っている。

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ【政策３】文理分断からの脱却・理数系の学びに関するジェンダーギャップの解消



37数学や理科を使うことが含まれる職業を希望する子供は少ない

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ【政策３】文理分断からの脱却・理数系の学びに関するジェンダーギャップの解消
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※「探究を基にした理科の授業に関する生徒の認識指標」
生徒質問調査で「あなたが受けている学校の理科の授業で、次のようなことはどのくらいありますか」と尋ね、その肯定的な回答を基に「探究を基にした理科の授業に関する生徒の認識指標」を作成。

「探究を基にした理科の授業に関する生徒の認識指標」は、その値が大きいほど、生徒は理科の授業が探究を基にした授業であると認識していることを意味する。
①生徒には自分の考えを発表する機会が与えられている、②生徒は実験室で実験を行う、③生徒は科学の問題について議論するよう求められる、④生徒は実験したことからどんな議論が得られたのか考え
るよう求められる、⑤先生は理科で習った考え方が多くの異なる現象（例：物体の運動、似た性質を持つ物質など）に応用できることを教えてくれる、⑥実験の手順を生徒自身で考える、⑦調査について
クラスで議論する、⑧先生は科学の考えが実生活に密接に関わっていることを解説してくれる、⑨生徒はアイデアを調査で確かめるよう求められる

（出典）国立教育政策研究所「生きるための知識と技能 OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2015年調査国際結果報告書」表２．３．２、表２．７．７より文部科学省作成

「科学の楽しさ」✖「探究を基にした授業」
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探究を基にした理科の授業に関する生徒の認識指標

※「科学の楽しさ指標」
生徒質問調査で「あなたは、次の項目についてどの程度そうだと思いますか」と尋ね、それらの項目の肯定的回答をもとに「科学の楽しさ指標」を作成。「科学の楽しさ指標」は、その値が大きいほど、生徒が科学について

知識を得たり楽しんで行ったりしているということを意味している。
①科学の話題について学んでいる時は、たいてい楽しい ②科学についての本を読むのが好きだ
③科学について問題を解いているときは楽しい ④科学についての知識を得ることは楽しい
⑤科学について学ぶことに興味がある

 PISA2015調査の結果をもとに、「科学の楽しさ指標」を縦軸に、「探究を基にした理科の授業に関する生徒の認識指標」を横軸
に各国の状況を図示。

 「科学の楽しさ指標」と「探究を基にした理科の授業に関する生徒の認識指標」を両立しているのはカナダ。

探究を基にした理科の授業を行っている国ほど、生徒が科学の楽しさを感じる傾向

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ【政策３】文理分断からの脱却・理数系の学びに関するジェンダーギャップの解消
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（出典）文部科学省 平成30年度公立小中学校等における教育課程の編成・実施状況調査

〇小学校における教科等の担任制の実施状況（平成30年度計画）
※ここでの教科等の担任とは，「学級担任以外で教科等（複数教科を担当することも含む）を主指導する教師のこと。

※「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）（令和３年１月２６日 中央教育審議会）

※ ここには，以下の様な多様な形態のものを含む（複数の教師が協力して行う指導（ＴＴ）で実施する場合も含む。）。
・教員の得意分野を生かして実施するもの。（例）あるクラスの担任を持ちながら，得意分野である理科については他のクラスの授業も受け持つ場合。
・中学校・高等学校の教員が兼務して実施するもの。（例）地域の中学校の外国語の教員が，第６学年の外国語の時間のみ当該小学校において外国語活動の授業を行う場合。
・非常勤講師が実施するもの。（例）音楽の専科教員が，市内の複数の学校を受け持ち，当該小学校の音楽の時間のみ授業を行う場合。

※ 各教科等の一部の領域についてのみ教科等担任制を実施している場合も含む。
※ 年度途中から教科等担任制を導入する場合も含む。ただし，担任以外の教師による指導が継続的でない（単発で担任以外の教師が指導する等）場合は含まない。

小学校段階の教科担任制の状況

一人の担任が全教科を担当する小学校について、中央教育審議会答申※において、「小学校高学年からの教科担任制を（令和4(2022)年度
を目途に）本格的に導入する必要」「新たに専科指導の対象とすべき教科については、・・・・グローバル化の進展やSTEAM教育の充実・強化に
向けた社会的な要請を踏まえれば、・・・例えば、外国語・理科・算数を対象とすることが考えられる」旨、答申。

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ【政策３】文理分断からの脱却・理数系の学びに関するジェンダーギャップの解消
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（出典）平成２０年度、２２年度 小学校理科教育実態調査報告書から内閣府において作成

理科教育に苦手意識がある小学校教員

理科の指導に対する意識について、特に、物理・地学は約６割、化学約５割の教員が苦手意識が高い傾向がみられる。また、教職経験が浅い
教員ほど、理科の指導への苦手意識が強い傾向。

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ【政策３】文理分断からの脱却・理数系の学びに関するジェンダーギャップの解消



41

第６期科学技術・イノベーション基本計画
教育・人材育成関係
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① サイバー空間とフィジカル空間の融合による持続可能で強靱な社会への変革 （デジタル活用を前提とした社会構造改革）

③ 新たな社会を支える人材の育成 （「探究力」と「学び続ける姿勢」の強化）

② 新たな社会を設計し、価値創造の源泉となる「知」の創造 （研究力の強化）

Society 5.0の実現に向けた科学技術・イノベーション政策

• デジタル庁の発足による政府のデジタル化の推進、官民データ戦略の実行
• カーボンニュートラル実現など循環経済への移行（グリーン基金等）
• レジリエントで安全・安心な社会の構築
⇒ スタートアップの支援、スマートシティの展開、次期SIP※、ムーンショット研究開発制度による社会実装、国際展開の推
進

※ 戦略的イノベーション創造プログラム（Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program)

• 博士学生や若手研究者の支援強化、女性研究者の活躍促進
• 基礎研究・学術研究、人文・社会科学の振興、「総合知」の創出
• 10兆円規模の大学ファンドの創設と大学改革（経営体への転換）

• 初等中等教育段階からのSTEAM教育※やGIGAスクール構想の推進
• リカレント教育（学び直し）を促進する環境・文化の醸成
※ Science、 Technology、 Engineering、Art(s)、Mathematics 等の各教科での学習を実社会での問題発⾒・解決に⽣かしていくための教科等横断的な教育

 Society 5.0の実現には、①社会構造改革、②研究力の抜本的強化、③新たな社会を支える人材の育成が必要

 総合知（自然科学と人文・社会科学の融合）やエビデンスの活用により政策を立案し、評価を通じて機動的に改善

 5年間で、政府の研究開発投資の総額 約30兆円、官民の研究開発投資の総額 約120兆円 を目指す

第6期科学技術・イノベーション基本計画（ポイント）
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 知識集約型社会を支える人づくり
 自律的な学び
 個々の理解と興味・関心に応じた
個別最適な学び

 高度経済成長を支えた人づくり
 他律的な教育
 一律一様の教育

 強みや個性を活かした多様化
 多様な価値観がぶつかり合う共創の場

 序列による安心感
 サイロ化した現場

 学校教育期に得た知識の消費
 守りの（強いられた）学び直し
 単線的レール上での競争

 複数回にわたる新たな知の取り込み
 攻めの（自発的な）学び直し
 複線的キャリア（転職・副業・兼業）

数理・データサイエンス・AIの素養 ＋ リベラルアーツ

① 「探究力」や「好奇心」の強化

② 「学び続ける姿勢」の強化

自己決定力を
持つ人材の育

成

初等中等教育段階 高等教育段階 社会人段階

大学で学びたいことを見つけ出
す機会の提供（STEAM教育等）

多様な評価軸 社会を理解し学習意欲を高める
機会の提供（インターンシップ等）

多様な評価軸・キャリアパス

●男女共同参画 ●文理融合・理数好き ●若手活躍 ●シニア活躍 ●ジョブ型・複線型
●多様な価値軸 ●自ら選ぶキャリア ●地方分散 ●グローバル志向

多様・流動的・挑戦的あるべき姿
Society 5.0型

多様・流動的・挑戦的な社会システムの構築に向けて、自己決定力を持つ人材の育成に主眼を置き、「探究力」
や「好奇心」、「学び続ける姿勢」の強化を図るべく、教育・人材育成システムのSociety 5.0型への転換を図る

●男性中心 ●文理の壁・理数嫌い ●年功序列 ●シニアくすぶり ●メンバーシップ型・単線型
●偏差値・会社序列 ●与えられるキャリア ●一極集中 ●国内志向

一様・固定的・保守的

従前の姿
Society 3.0型

入試の壁：過度な公平性を背景に、単純に数値化された点数での評価 社会の壁：自己啓発に頼った個人任せの学び直し

様々な幸せの形の認識教育そのものや教師の社会的な意義・存在の尊さの再認識

第6期科学技術・イノベーション基本計画（教育・人材育成）
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Society 5.0へと日本全体を転換するため、多様な幸せを追求し、課題に立ち向かう人材を育成する

新たな社会を支える人材の育成

多様な主体の参画の下、好奇心に基づいた学びにより、
探究力が強化
－ 小中学校段階における算数・数学・理科が「楽しい」と思う児童・

生徒の割合：国際的に遜色のない水準を視野に増

⑦市民参加など多様な主体の参画による知の共創と科学技術コミュニケーションの強化

個人が「やりたいこと」を見出し、それに向かって能力・資質を
絶えず研さん
－ 大学等でのリカレント教育の社会人受講者数：100万人

①STEAM教育の推進による探究力の育成強化

③教育分野のDX（GIGAスクール構想等）の推進、教員の負担軽減

②外部人材・資源の学びへの参画・活用

⑤学び続けることを社会や企業が促進する環境・文化の醸成

④人材流動性の促進とキャリアチェンジやキャリアアップに向けた学びの強化

「探究力」の強化
「学び続ける姿勢」の強化

社会全体の支えを得て、問題発見・
課題解決的な学びを充実

生涯にわたり学び直せる環境で
新たな挑戦と多様な幸せを実現多様で個性的な大学群が個人の

自己実現を後押し

初等中等教育段階 高等教育段階 社会人段階

➅大学・高等専門学校における多様なカリキュラムやプログラムの提供

大目標

目標・主要な数値目標

具体的な取組 STEAM教育を通じた児童・生徒・学生の探究力の育成や、その重要性に関する社会
全体の理解の促進等について、CSTIに検討の場を設置し、中央教育審議会の委員の
参画を得つつ、2021年度から調査・検討を行う

第6期科学技術・イノベーション基本計画（教育・人材育成）
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日本全体をSociety5.0へと転換するため、
多様な幸せを追求し、課題に立ち向かう人材を育成する

個人が「やりたいこと」を見い出し、
それに向かって能力・資質を絶えず磨いていく

個人が興味・関心を生かしつつ能力を発揮し、それが適切に
評価されようとするための、社会システムと双方向的に関わる
教育・人材育成システムが構築されている

個人の能力が最大限発揮されるとともに、複線型キャリアパ
スにより知の循環を促進するための、多様で質の高いリカレン
ト教育が受けられる

キャリアチェンジ
やキャリアアップ
に積極的に踏み
出す人材が増加
する

個人が学び続け
るために多様な
働き方を許容す
る環境が実現さ
れている

大学において多様な
ニーズに対応できる
質の高いリカレント教
育のカリキュラム・プ
ログラムが提供され
ている

数学・理科を

楽しいと思う割
合

大
目
標

中
目
標
・あ
る
べ
き
姿

プ
ロ
グ
ラ
ム

社会問題の

解決に関与し
た者の割合

教員の
時間外

勤務時間

ICT導入・
活用状況

STEAMライブ
ラリ

コンテンツ数

大学等におけるリ
カレント教育の受

講者数

キャリアコンサル
タント数

教育訓練休暇
制度の導入割合

STEAM教育の

推進により
探究力の
育成を強化

外部人材・資源
の学びへの参

画・活用

教育分野に
おける

ＤＸの推進

人物流動性の
促進とキャリア
チェンジやキャ
リアアップに向
けた学びを強

化

学び続けること
を社会や企業
が促進する環
境・文化の醸

成

大学・高等専門
学校における多
様なカリキュラ
ム・プログラムの

提供

市民参加など多
様な主体の参画
による知の共創と
科学技術コミュニ
ケーションの強化

児童・生徒の自発
的な「なぜ？」「どう
して？」を引き出し、
好奇心を高める教
育が実施されてい
る

外部人材・資源が
最大限活用され、
教育と社会の接続
が強化されている

教育分野における
デジタル・トランス
フォーメーションが
個別最適な学びや
協働的な学びを支
えている

社会問題の解決
に関与した者の

割合

指標 指標

社会の多様な主体の参画の下、
好奇心に基づいた学びにより「探究力」が強化される

ロジックチャート(第６期科学技術・イノベーション基本計画 Ⅱ－３ 一人ひとりの多様な幸せと課題への挑戦を実現する教育・人材育成）
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